
「分散登校の様子」 

 

 生徒の皆さん、保護者の皆様、６月１日（月）から全学年による分散登校を

実施しています。学校生活の様子を、ほんの一部ですがお伝えします。 

予定では、６月１４日（日）まで分散登校となっており、今週はその前半

にあたります。午前、午後の交互の登校に、早く慣れてくださいね。 

 

【始業時】 

 登校した生徒は、これまでと同様に、昇降口で

保健室や学年の先生の声かけとともに、手の消毒

を行いますが、始業時以外でも、みんな自主的に

行うようになってきました。「新しい生活様式」

が少しずつ身についています。  

【授業等】 

 各教室で健康チェックをした後、いよいよ授業

です。十分に換気をして、教員もマスク着用で行

います。熱中症にも気をつけて、扇風機を使いな

がら、また、エアコンの使用時も換気扇やドアを

開放するなど、徹底して３密を防いでいます。 

 体育の授業では、体育館に入る前に、まず手の  

消毒。換気はもちろんのこと、生徒間の距離を保

ちながら、先生の説明に聞き入っています。熱中

症にも十分留意し、道具使用後は消毒するなど、

感染防止に努めています。 

 １年の廊下の中央には、連絡黒板が置いてあり

ます。当日の動きや注意事項が書かれています。

生徒の皆さん、しっかりと確認してくださいね。  

 各トイレには、石けんと

ともに、「マメに 正しい

手の洗い方」の図が貼られ

ています。こまめな手洗い

が、当たり前となる生活を

心がけていきましょう！   

【終礼後】 

 完全下校時間まで、部室

の利用や３密に注意しなが

ら部活動などを行います。 

 ２階のピロティーには、

キャンパスカウンセリング   

の６月予定が案内されています。 

 

前回のコラムでは、文部科学省の資料の一部を紹介しました。今回も、ご家庭

での取組に関する資料を紹介します。感染防止には、ご家庭と学校との連携が

不可欠です。ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。（校長 黒河内 雅典） 



 

保護者の皆様へ 

新型コロナウイルス感染症対策 
～「新しい生活様式」を踏まえた家庭での取組～ 

 

参考 

 
新型コロナウイルス感染症から子供たちを守り、お子様が安心・安全な学校生活を送ることが出来る
よう、ご家庭においても「新しい生活様式」を踏まえた取組にご協力をお願いします。 
 
１ 毎日の健康観察 
   ・毎日、登校前にお子様の健康観察（発熱や風邪症状の有無の確認）を必ず行う。 
  ・発熱等の症状がある場合は、自宅で休養させる。 

・感染がまん延している地域は、学校からの依頼に基づき、同居のご家族に発熱等の風邪症状 
がみられる場合には、登校を控える。 

 
２ 手洗いの励行 
  ・家に帰ったらまず手や顔を洗う。 
 ・手洗いは３０秒程度かけて水と    

石けんで丁寧に洗う。 
（手指消毒薬の使用も可） 

 
３ 咳エチケットの徹底 

・咳、くしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖、肘の内
側などを使って、口や鼻をおさえる。 

   
４ ３密の回避（密閉、密集、密接） 
  人と集まる時や外出する際は、次のことに気を付けてください。 
 〇「密閉」の回避 
  ・こまめな換気 
   気候上可能な限り常時行い、困難な場合はこまめに（３０分に１回以上、数分程度、窓を全開

する）、２方向の窓を同時に開けて行う。 
 
〇 [密集]の回避 
  ・身体的距離の確保 

 飛沫感染を防ぐため、できるだけ人と人との距離を確保すること。 
 

 〇「密接」の回避 
 ・マスクの着用 

 外出する時は、できるだけマスクを着用す
る。ただし、気温や湿度が高く、気分が悪い場
合や、熱中症になりそうな場合には、マスクを外す。 

室内でも家族以外の人と交流する際はマスクを着用する。 
 
 
５ 抵抗力を高める 

免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がける。 
 

★ 学校生活の中でいかに感染防止を徹底しても、仲の良い友人同士の家庭間の行き来や家族ぐるみ
の交流を通じて感染が拡大してしまうと、学校全体の教育活動が出来なくなってしまうことがあり
ます。特に会食の際には、対面を避けるなど、「新しい生活様式」を参考にして工夫していただき、
感染が広がらないようにご配慮をお願いします。 
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